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統合型校務支援システム 新規導入市町村ガイダンス 

来年度導入予定 26 団体 151 校  
 

 文部科学省の「2020 年代に向けた教育の

情報化に関する懇談会」の最終まとめでは、

平成30年度から令和２年度で統合型校務支

援システムの普及率 100％を掲げており、都

道府県単位で共同調達・運用することを呼び

かけています。 

県では、来年度から新たに県統一仕様の統

合型校務支援システムを導入する自治体に

向けたガイダンスを 10 月３日（木）県総合

教育センター、４日（金）市町村自治振興組合において開催しました。ガイダンスには、市町村

の担当者が参加され、熱心に説明を聞いたり、質問したりしていました。県統一仕様の統合型校

務支援システムは、今年度、大町市、喬木村、信州大学附属学校園及び小諸市の４団体 24 校で

先行導入されていますが、来年度からは 26 団体 151 校で導入する予定です。今後も、自治体の

システム切替え時期等のタイミングで、導入する自治体が順次増えることが期待されています。

なお、導入の相談・申込みについては、長野県教育委員会事務局学びの改革支援課（026-235-

7433 担当：降籏）までお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

先行導入した学校からの声 
・諸表簿（出席簿、通知表、学校日誌など）の入力については、全教職員に操作方法が周知され、入力した

情報を共有しながら利用できるので、業務改善に役立っています。 

・「いいとこみつけ」機能は、子どもの良い姿を蓄積できるので、通知表の所見などに活用しています。 

・ペーパーレス化によって、保護者負担の軽減にもなっています。 

 

・連絡掲示板 

・文書連絡 

・個人連絡 

・会議室 

・書庫 

（共有フォルダ） 

連絡・書庫  

 

・予定表 

・学校日誌 

・日課・時間割 

・週案 

・出張及び 

 文書受理 

・出退勤 

 

 

・名簿管理 

・出席簿 

・いいとこみつけ 

・通知表 

・指導要録 

・調査書 

・個人カルテ 

 

 

・保健診断 

・保健室利用 

・保健日誌 

 

令和３年度から 

利用開始となり

ます。 

情報の共有 

県統一仕様の校務支援システム「Ｃ
シー

4th
フォース

」の機能概要 

校務の効率化 ノウハウの共有 

校務・ｽｹｼﾞｭｰﾙ 児童生徒 保 健 


